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消費税から学ぶ
　　　　 

新潟市立黒埼中学校　
　　２年　小林　咲貴　
私たちの暮らしを支える税金。所得税や法人税など色々な種類がある中で私たちが一番身近に感じるのは、やはり消費税ではないでしょうか。
今、日本では「食料品の消費税減税」について様々な議論が行われています。ですが正直、私は減税にどんなメリットやデメリットがあるのか詳しく知りません。最初は「安くなって嬉しい」と普通に思っていたので、デメリットもあると知って驚きました。なので、消費税減税をよく知った上で自分の考えが持てるように、減税のメリットやデメリット、賛成と反対の意見について調べたいと思います。
まずは、消費税減税のメリットとデメリットについてです。消費税減税の一番のメリットは、やはり家計の負担軽減ではないでしょうか。消費税率が下がれば、同じ商品やサービスを購入しても支払う総額が安くなります。特に、食料品など生活に欠かせない支出が多い家庭では、実質的な手取り収入が増えることになるでしょう。これだと国民全員が得に見えますが、実は大きな落とし穴があります。消費税減税によって税収が減少した場合、最も深刻な影響を受けるのが「社会保障制度」です。特に高齢者や障害者などの社会保障への依存度が高い人々への影響は計り知れません。消費税税収は高齢化に伴う医療、介護などの基礎財源です。そのため、減税されるとサービスの給付水準を引き下げなくてはいけないリスクがあります。
　次は、消費税減税に対する意見についてです。ＦＮＮプライムオンラインのサイトでは、食料品の消費税減税に賛成は約五十三％、反対は約四十一％でした。賛成は納得の数値ですが、反対の意見も意外と多いです。まずは賛成の意見を見ていきます。賛成の主な意見は、物価高対策と家計の支援です。メリットと似ていますが、生きるために欠かせない食料品などの負担を軽くし、苦しい家計を直接支える必要があるという声があります。さらに、選挙などで掲げられた公約は国民との信頼関係を守るためにも実現されるべきという意見もあるそうです。続いて、反対の主な意見は、社会保障への懸念や物価高・円安への悪影響です。これもデメリットと似てますね。高齢化に伴い医療などの費用が増える中、消費税は重要な財源なので、減税すると基盤が揺らぐと言われています。さらに、減税による財源悪化で日本経済や円の信用が下がれば、さらなる円安を招き、物価高に拍車をかけるという懸念もあります。
　このように、望んでいたはずの消費税減税には、大きなリスクが隠れていたのです。この減税に私の父は「タイミングが悪かった。」と言っていました。しかし、私たちはどんな状況だとしてもリスクが最小限になるように、「賛成」と「反対」の間にある最善の答えを探さなければいけないのだと思います。
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